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Book1 
手賀沼発 農業で沼の水を浄化する 
著者：高垣美智子・丸尾達 出版社：千葉日報社 
コメント：平成12年まで17年の長期に渡って連続水質汚濁 
日本一という不名誉な記録を持っていた手賀沼の水質を 
野菜の栽培により浄化しようとした 千葉大学の取り組みに 
ついて多面的に書いたものです。 

 
Book2 
地下水の硝酸汚染と農法転換 
著者：小川吉雄 出版社：農山漁村文化協会 
コメント：農業での化学肥料、堆肥施用由来の硝酸態窒素 
による地下水の汚染実態と、負荷を低減できる農法の 
事例紹介、提案などを行ったものです。 

 
Book3 
硝酸塩は本当に危険か 
著者：J・リロンデル J-L.リロンデル 
出版社：農山漁村文化協会 
河川水、湖沼水の富栄養化は海洋でのプランクトン発生 
などの問題に加えて、飲料水として利用する健康被害の 
問題が大きく指摘されてきた。 本書は、それら健康への 
問題とされてきた内容につき、多くの文献を引用して科学的 
根拠が殆どないことを示した。 
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